
日
本
唯
識
研
究
 
(
太

田
)

日

本

唯

識

研

究

-

知
来
蔵
思
想
の
位
置
づ
け
-

太

田

久

紀

法
相
唯
識
が
、
知
来
蔵
思
想
を
批
判
す
る
原
点
に
な
る
の
は
、
成
唯

識
論
巻
二
の
分
別
論
者
の
説
を
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ず
、
分
別
論
者
の
説
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

分
別
論
者
は
、
…
…
心
の
性
は
本
よ
り
浄
な
れ
ど
も
、
客
塵
煩
悩
に
染
汚
せ

ら
れ
た
る
が
故
に
名
け
て
雑
染
と
な
す
。
煩
悩
を
離
れ
ぬ
る
時
に
、
転
じ
て

無
漏
と
成
る
。
(新
導
六
九
頁
)

つ
ま
り
、

心
性
本
浄
、
客
塵
煩
悩
説
で
あ
る
。
論
は
こ
れ
に
対
し
て
、

心
性
と
は
何
を
指
す
の
か
。
(
1
)
も
し
空
理
を
指
す
と
い
う
な
ら
ば
、
空

は
、
心
因

で
は
な
い
。
(
2
)
も
し
依
他
心
を
指
す
と
い
う
な
の
ば
、
数
論

の
自
性
諦

と
同
類
と
な
ろ
う
。
(
3
)
も
し
有
漏
心
の
本
性
で
あ
る
と
い
う

な
ら
ば
、

逆
に
無
漏
心
の
性
は
有
漏
で
あ
る
と

い
う

矛
盾
を

生
じ
よ

う
。
と
い
う
三
点
で
反
論
を
し
て
、
心
性
本
浄
説
を
否
認
し
て
い
る
。

法
相
唯
識

の
立
場
か
ら
は
、
依
他
心
の
性
を
空
理
と
し
て
相
即
的
な

一

面
か
ら
の
み
捉
え
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
依
他
心
は
有
為
法
で
あ

り
、
空
理
は
無
為
法
で
あ
る
か
ら
非

一
非
異
と
捉
え
る
の
が
、
法
相
唯

識

の
立
場
で
あ
る
。

で
は
分
別
論
者
と
は
、
具
ハ体
的
に
何
を
指
す

の
か
。
了
義
灯

(仏
教

大
系
本
六
二
四
頁
)
に
よ
る
と
、
(
1
)
大
衆
等

の
四
部
、
(
2
)
大
乗
異
師
、
(
3
)

小
乗
師
の
三
説
あ
る
も
の
と
整
理
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
問
題
に

な
る
の
は
、
大
乗
異
師
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
大
乗
異
師
が
何
を
指
す
か

は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
論
は
、
す
ぐ
後
に

「然
も
契
経
に
、
心

性
浄
と
説
け
る
は
…
」
と
心
性
本
浄
説

の
経
文
を
引
い
て
、
会
釈
を
試

み
て
お
り
、
そ
の
契
経
は
、
述
記
に
、
勝
髪
経
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
つ
て
、
心
性
浄
説
を
と
る
も
の
と
し
て
勝
髭
経
が
考
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
そ
の
心
性
浄
と
い
う

の
は
、
「
心

の

空
に
顕
わ
さ
る
真
知
」
を
指
す
の
だ
と
会
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
、
勝
壼

経
の
心
性
浄
説
は
、
そ
の
ま
ま
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
勝
髭
経
は
、
知
来
蔵
思
想
の
最
も
代
表
的
な

経
典
ハで
あ
る
か
ら
、
論
の
こ
の
段
階

に
あ

つ
て
は
、
知
来
蔵
思
想
が
、
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神
経
質

に
排
斥
さ
れ
て
は
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ

ん
、
空
理
所
顕
の
真
知
と
い
う
会
通
会
釈
の
上
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
。

二

論
の
こ
の
傾
向
は
、
慈
恩
大
師
に
も
う
け
つ
が
れ
て
い
る
。
慈
恩
大

師
の
著
作

に
も
、
勝
髭
経
は
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
傾
向

は
日
本
の
唯
識
学
に
ま
で

一
貫
し
て
い
る
。

し
か
し
、
同
じ
心
性
本
浄
説

の
立
場
、

つ
ま
り
、
知
来
蔵
思
想
の
経

論
と
さ
れ
る
他
の
も
の
は
、
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
き
わ
め
て
少
な
い
。

見
落
し
も
充
分
あ
り
う
る
こ
と
な
の
で
、
正
確
な
数
字
と
は
い
え
な
い

が
、

一
つ
の
目
や
す
と
し
て
見

て
頂
き
た
い
の
だ
が
、
述
記
の
中
に
引

用
さ
れ
る
勝
蟹
経
以
外
の
知
来
蔵
関
係
の
経
論
を
み
る
と
、
無
上
依
経

7
回
、
旧
中
辺
8
回
、
仏
性
論
3
回
、
宝
性
論
-
回
、
旧
真
諦
論
1
回
、

三
無
性
論

-
回
で
あ
る
。
義
林
章
に
な
る
と
、
あ
れ
ほ
ど
多
く
の
経
論

を
引
用
す
る
本
で
あ
り
な
が
ら
、
宝
性
論
6
回
、
仏
性
論
、
旧
中
辺
、

無
相
論
そ
れ
ぞ
れ
1
回
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
ぬ
数
字
と
い

つ
て
よ
い
。
し
か
も
見
落
し
て
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
知
来
蔵
論
典
の
最
も

整
備
さ
れ
た
大
乗
起
信
論
が
、
姿
を
見
せ
な
い
こ
と
で
る
る
。

(三
祖

の
知
来
蔵
思
想
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。)

三

日
本
に
入

つ
て
、
護
命
の
大
乗
法
相
研
神
章

に
は
全
く
見

当
ら
な

い
。

真
興
ハ
の
唯
識
義
私
記
は
、
慈
恩
大
師
の
大
乗
法
苑
義
林
章
唯
識
義
林

の
注
釈
で
あ
る
か
ら
義
林
章
本
文
に
引
用
さ
れ
る
も
の
は
当
然
触
れ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
義
林
章
に
は
、
勝
髭
経

・
旧
中
辺

・
宝
性
論

・
無

相
論
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
私
記
に
も

注
釈
が
施
さ
れ
て
い

る
。
義
林
章
本
文
に
な
い
も
の
で
私
記
に
出
る
の
は
吉
蔵
の
勝
蜜
宝
窟

と
真
諦
法
師
説
と
紹
介
さ
れ
る
も
の
、
そ
れ
に
、
義
賓
日
と
し
て
引
用

さ
れ
る
中
の
馬
鳴
論
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
義
賓
日
は
何
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
馬
鳴
論
と
は
何
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
不

明
で
あ

る
。
無
相
論
と
い
う
の
も
義
林
章
の
本
文
に
引
用
さ
れ
て
お
る
の
も
触

れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
回
は
注
釈
の
中

で
本
文
と
関
係
な
く
引

用
さ
れ
て
い
る

(大
71
.

中
)
。
し
か
し
、

「依
用
す
べ
か
ら
ず
」
と

否
定
的
な
引
用
で
あ
る
。

義
林
章
で
、
知
来
功
徳
荘
厳
経
を
引

い
て
、
知
来
無
垢
識
を
第
九
識

と
な
し
、
そ
れ
を
阿
末
羅
識
と
名
く
と
い
つ
て

い
る
の
を
批
判
し
て
い

る
所
が
あ
る
が
、
私
記
も
義
林
章
の
説
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
、
浄
識

は
第
八
識
を
別
開
し
た
も
の
で
あ

つ
て
、
依
他

の
別
体
が
あ
る
の
で
は

な
い
と
述
べ
て
い
る
(大
71

・
3
6
9
・

上
ー
中
)
。
第

八
識

の
奥
に
第
九
識
を

立
て
、
第
九
識
に
よ
つ
て
空
理
と
相
即
さ
せ
る
立
場
を
否
定
し
て
い
る

こ
と
で
る
。
相
即
的
な
知
来
蔵
思
想
は
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。

四

成
唯
識
論
本
文
抄
は
、
論
義
の
資
料
集
と
考

え
ら
れ
る
。
同
学
砂
と

共
通
の
多
く
の
テ
ー
マ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
論
義
に
関
係
す
る

日
本
唯
識
研
究
 
(
太

田
)
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日
本
唯
識
研
究
 
(
太

田
)

も

の
で

あ

る

こ

と

は
明

ら

か

で
あ

る
。

そ

の
論

義

の

テ
ー

マ

に
関

係

す

る

経
論

の
文

章

が

列

記

さ

れ

て

い
る

の
で
、

当
時

(
平
安
末

鎌
倉
)

ど

の
よ

う

な

経

論

が

読

ま

れ

て

い
た

の
か
、

論

義

の
た

め

に

ど

の
よ

う

な

経
論

注

疏

が
準

備

さ

れ

て

い
た

の

か
な

ど

の
大

勢

を

知

る

の

に
は

大
変

都

合

の

よ

い
本

で

る

る
が
、

そ

の
中

に
も
、

知
来

蔵

思

想

関

係

の
経
論

注

疏

が

準

備

さ

れ

て

い
る

数

は

き

わ

め

て
少

な

い
。

勝

髪

経

や

そ

の
注

釈

も

決

し

て
多

く

は
な

い
が
、

そ

の
位

置

は
前

述

の
通

り

他

の
も

の

と

や

や

異

る

の

で

こ

れ
を

除

い
た
他

の
知

来

蔵

関

係

の
引

用

さ

れ

て

い
る

箇

所

を

挙

げ

る

と
、

次

の
通

り

で

あ

る
。

無
上
依
経

◎
(
1
)
本
性
住
種
姓
は
真
知

の
理
を

と
る
べ
き

か
。
(
大

65

.
722

.
下
)

〔大

66

・
523

・
中
〕

(3)
西
明

の
意
は
本
来
自
性
清
浄
浬
繋

は
即

ち
是

れ
諸
法
通
相
真
知

と
釈
す
。

灯
師
何
が
之
を
破
す

る
や
。

(
"

・
768

・
上
)

〔
"

.

571

・
下
〕

不
増
不
減
経

(1)
衆

生
界

は
増
減
有
る
べ
き
や
。

(
"

・
412

・
中
)

〔
"
.
27
.中
)

(3)
宗
家

の
意
は
無
余
還

生
の
義
を
許
す

べ
き
や
。
(
"

・
419

・
中
)

〔
〃

・
34

・
上
〕

3
 
同
前

(
〃
・
〃

・
下
)

仏
性
論

1
勝
髭
経
所
説
の

一
乗

は
真
実
か
。

(
"

.
414

.
上
ー
中
)

(3)
喩

伽
論

の
五
難

六
答

は
大
乗

の
実
義
か
。

(
〃
・
417

・
上
)

〔
"

.

32

・
中
〕

◎

3
 本
性
住
種
姓
は
真
知
の
理
を
取

る
べ
き
か
。

(
〃

・
722

.
下
)

(4)
無
上
依
経

(3)
と
同
じ
。

◎
(5)
自
受
用
身

は
凝
然
常
住
か
。

(
〃
・
779

・
中
)

〔
〃
・
582

・
下
〕

宝
性
論

(1)
論
中
第

八
識
を
証
す
る
に
阿
毘
達
磨
経

の
無

始
時
来
界
等

の
文

を
引

く
。
爾

ら
ば
教
理

二
証

の
中
何
れ
そ

や
。

(
〃
・
520

・
上
)

〔
〃

・
225

・
中
〕

◎

2
 
同
前

(
〃

・
〃

・
下
)

◎

3
 仏
性

論
(5)
に
同

じ
。

起
信
論

(i)
起
信

論
中
真
知
受
蕪

云
云
。
宗
家
何
が
之
を
釈
す

る
や
。

(
"
.

492

・
上
)

〔
〃

・
175

・
上
〕

2
 地
上
菩
薩
実

の
超
劫

の
義
有
り

と
為
す
や
将

た
知
何
。

(
"
・514

・
下
)

◎

3
 仏
性
論

3
と
同
じ
。

釈
摩
詞

術
論

1
起

信
論
(1)
に
同
じ
。

(3)
護
法

正
義

の
意
は
有
漏
第

七
識
、

六
塵

の
境

を
縁

ず
と
許
す

べ

き
や
。

(
〃

・
561

・
下
)

〔
〃

・
289

・
下
〕

梁
摂
論

1
阿
毘
達
磨
経
類

の
意
知
何
。
(
"

・
483

.
中
)

2
 宝
性
論
(
1
)
と
同
じ
。

(3)
梁
摂
論
中
三
十
三
阿
僧
舐
を
説

く
。
宗
家

知
何
が
之
を
釈
す
る

や
。

(
〃
・
7
2
8・下
)
〔
〃
・
5
2
9・中
〕

4

同
前

(5)
無

上
依
経
(3)
仏
性
論

(4)
と
同
じ
。

◎

6
仏
性
論

5
宝
性
論

3
と
同
じ
。

◎
(1)
摂
大
乗
論

の
意

は
自
受
用
身
を
以

て
自
性
に
摂
す

べ
き
や
。
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(
〃
・
785
・
中
)
〔
〃
・
588

・
上
〕

下
は
、
当
該
経
論
の
引
用
さ
れ
て
い
る
論
争
の
テ
ー

マ
、
◎
印
は
直
接

そ
の
経
論
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
慧
沼
の
能
顕
中
辺
慧
日

論
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
そ
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
○

印
は
、
同
学
砂
の
論
義
に
活
用
さ
れ
た
も
の
で
、
〔

〕内
は
そ
の
場
所

を
示
す
。

本
文
抄
は
論
義
の
た
め
の
資
料
集
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
資

料
の
全
部
が
論
義
に
活
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
現
在
の

同
学
砂
で
み
る
限
り
、
例
え
ば
仏
性
論
(
5
)
の

「自
受
用
身
は
凝
然
常
住

か
」
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
は
、
本
文
抄
で
は
、
仏
性
論
も
宝
性
論
も

資
料
と
し
て
あ
げ

て
あ
る
が
、
同
学
砂
の
そ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
の
論

義
の
中
で
は
仏
性
論

は
引
用
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
宝
性
論
の
方
は

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
ヶ
ー
ス
が
あ
る
わ
け

で
あ

る
。
起
信
論
3
、
釈
摩
詞
術
論
1
、
梁
摂
論
2
な
ど
も
同
じ
で
あ
る
。

本
文
抄
に
列
記
さ
れ
た
経
論
の
文
章
の
数
は
、
延
べ
で
三
千
以
上
と

思
わ
れ
る
が
、
知
来
蔵
関
係
の
資
料
が
、

い
か
に
少
な
い
か
は

一
見
明

瞭
で
あ
る
。
た
だ

一
つ
、
注
目
す
べ
き
は
、
僅
か
で
は
あ

つ
て
も
起
信

論

・
釈
度
摩
詞
術
論
が
登
場
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

五

同
学
砂

に
は
、

い
ま
み
た
本
文
抄
と
の
関
係
の
所
を
中
心
と
し
て
他

に
も
知
来
蔵
思
想
に
関
係
の
あ
る
論
章
が
幾

つ
か
あ
る
。
本
文
抄
ま
で

は
引
用
さ
れ
た
経
論
の
名
前

・
頻
度
な
ど
に
の
み
よ

つ
て
知
来
蔵
思
想

へ
の
傾
向
を
大
雑
把
に
推
定
し
て
き
た
の
で
あ

つ
た
が
、
同
学
妙
に
お

い
て
は
、
多
少
視
点
を
変
え
て
み
た
い
。

同
学
砂
を
全
体
的
に
み
た
場
合
、
(
A
)
知
来
蔵
思
想
を
批
判
的
に
扱

つ

て
い
る
箇
所
と
(
B
)
肯
定
的
受
容
的
に
扱
つ
て
い
る
箇
所
と
に
分
け
ら
れ

る
。
法
相
唯
識
の
流
れ
か
ら
い
え
ば
(
A
)
の
立
場
が
主
流
で
る
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
(
B
)の立
場
は
注
目
す
べ
き
新
し
い
流
れ
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

ま
ず
(
A
)
の
語
句
を
必
要
な
範
囲
で
抜
き
出
す

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

法
相
唯
識
で
は
、
旧
訳
唯
識
、

あ
る
い
は
真
諦
三
蔵
を
知
来
蔵
仏
教
の

系
統
の
も
の
と
考
え
る
の
で
そ
れ
も
含
め
る
。

1
 
真
諦
等
の
古
師
は
真
知
を
以
て
第
九
識
と
為
し
、
理
事
即

一
の
義
を
成

ず
。
古
師
の
謬
説
な
り
。
(大
66
・
2
・
下
)

2
 
仏
性
論
は
天
親
の
所
造
と
錐
も
、
真
諦
三
蔵
翻
訳
の
時
、
意
楽
に
任
せ

て
加
増
す
。
謂
く
天
親
の
本
意
に
は
非
る
な
り
。
(
〃
・
45
・
中
)

3

「真
知
受
薫
持
種
は
恐
ら
く
訳
者
の
誤
ま
り
か
。」
真
諦
等
古
徳
は
、
理

事
の
不
同
に
迷
い
て
真
知
受
薫
の
義
を
立
つ
。
故
に
恣
に
論
家
の
本
意
を

失
す
る
な
り
。
(
〃
・
175

・
中
)

4
 
真
諦
等
唐
土
の
古
師
は
理
事
に
混
乱
す
。
(
〃
・
220
・
下
)

5
 
但
し
宝
性
論
の
説
に
於
て
は
、
凡
そ
貞
観
以
前
の
古
師
、
多
く
理
事
不

二
の
義
を
学
ん
で
第
八
を
謬
り
て
以
て
真
知
と
為
す
。
(
〃
・
226

・
上
)

6
 
他
宗
は
一
乗
仏
性
、
報
仏
常
住
、
真
知
受
薫
等
の
義
を
立
つ
o
源
理
事

相
即
の
謬
を
起
す
。
(
〃
・
508

・
中
)

7
 
梁
摂
論
は
宗
家
依
愚
の
説
に
非
ず
。
(
〃
・
529
・
下
)

8
 
処
々
に
両
箇
八
十
と
云
う
は
随
転
小
乗
の
説
、
或
は
真
諦
等
古
師
の
義

日
本

唯
識
研

究
 
(
太

田
)
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な
り
。
(
〃
・
530
・
下
)

9
 
起
信
論
説
、
分
明
な
ら
ず
。
(
〃
・
586

・
下
)

こ
れ
に
よ
つ
て
わ
か
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
思
想

が
、
理
事
不
同
に
迷

い
、
理
事
相
即
の
謬
を
起

し
、
理
事
を
混
乱
し
、
理
事
即

一
の
義
を
成

じ
、
多
く
理
事
不
二
の
義
を
学
ぶ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

法
相
唯
識
は
理
事
相
即
に
批
判
的
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す

る
。
な
お
、

3
の

「

L
内
は
智
周

・
演
秘
の

「馬
鳴
菩
薩
も
亦
真
知

は
黒
を
受
け
種
を
持
す
と
言
う
。
恐
ら
く
は
訳
者
の
誤
ま
り
か
」

(仏

教
大
系
本
六
六
三
頁
)
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
知
来
蔵
系
の
思
想
を
否
定
的
に
批
判
す
る
の

が
法
相
唯
識
の
主
流
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
論
点
の
違

い
は
、
安
心
と
か

修
行
の
把
握
の
違
い
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
決
し
て
安
易
に
妥

協
し
り
融
合
し
た
り
し
難
い
問
題
で
あ
る
。

(B)

こ
れ
に
対
し
て
、
知
来
蔵
思
想
に
か
か
わ
る
も
の
を
肯
定
的
受
容

的
に
扱
う
も
の
に
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

1
 
阿
毘
達
磨
経
の
今
頚
は
兼
ね
て
真
理
を
説
く
。
宝
性
論
の
中
で
は
迷
悟

依
に
拠
り
、
摂
大
乗
等
は
流
転
依
に
拠
り
て
説
く
。
各

一
義
に
依
る
。

(
〃
・
225

・
下
)

2
 
一
頚
所
説
は
其
の
旨
包
含
し
て
広
く
理
事
に
通
ず
べ
し
。
是
を
以
て
護

法

・
賢
意
二
師
、
各

三
義
を
取
り
て
互
に
一
辺
を
明
せ
り
。
偏
に
護
法
等

の
論
文
を
守
り
て
宝
性
論
の
所
説
を
用
い
ざ
る
は
義
勢
恐
く
は
狭
き
に
似

ん
。
(
〃
・
226

・
上
)

3
 
若
し
起
信
論
等

の
意
に
依
ら
ば
即
ち
色
究
寛
処
。
処

々
各

辺
辺
を
存
す
。

(
〃
・
441

・
下
)

4
 
起
信
論
中
成
就
菩
薩
は
八
相
を
現
ず
。

(
〃

・
527

・
下
)

5
 
起
信
論
は

一
切

の
菩
薩
、

皆
三
阿
僧
祇
劫
を
経

る
を
以
て
…
…
是
を
以

て
起
信
論
を
見
る

に
、
或
は
超
地
速
成

正
覚

を
示

し
以
て
怯
弱
衆

生
の
故

と
為
す
。
(
〃

・
530

・
中
)

6
 
起
信
論
の
説
、

之

に
准
じ

て
会
す

べ
し
。
(
〃

・
559

・
中
)

7
 
若

し
理
事
兼
説

の
義

に
依
ら

ば
宝
性
論

は

一
辺
を
説
く
が
故

に
証

と
為

す

こ
と
疑
な
し
。
(
〃

・
574

・
中
)

8
 
自
受
用
智
は
、
法
身
を
証
す

る
が
故

に
所
依
常

の
故

に
法
界

に
遍
ず

る

な
り
。

故
に
起
信
論

に
云
く
、

法
身

に
依

て

一
切
の
諸
仏
現
ず
る
所

の
色

身

は

一
切
処
に
遍
ず
。

(
〃

・
583

・
中
)

こ

の
中
、

3
、

4
、

5
、

6
は
、

教

証

と

し

て
、

起
信

論

を

引

用

す

る

例

で

あ

る
。

教

証

と

し

て

引

用

す

る

と

い
う

こ

と
は
、

そ

の
経

論

の
権

威

か

容

認

す

る

こ
と
で

あ

る
。

8

も

同

じ

く
、

起

信

論

を
教

証

と
す

る

も

の
で

あ

る

が
、

こ

の
場

合
、

自

受

用

智
、

つ
ま

り

報
身

仏

の
常

住

性

を

論

義

す

る

の

に
、

起

信

論

を

論

拠

と

し

て
、

所

依

常

の
故

に
法

界

に

遍

ず

と
な

し

て

お

り
、

さ

き

の
㈲

6

の
報

仏

常

住

は

他

宗

の

義

で

あ

り
、

そ

れ

は
理

事

相

即

の
謬

よ
り

起

き

る

の
だ

と

い
う

批
判

と
微

妙

に

か

か

わ

る

論

旨

の

と

こ
ろ

で
あ

る
。

所

依

常

と

い
う

条

件

の
も

と

に

お

い

て

で

は
あ

つ
て
も

別

の
所

で
批

判

し
た

報

仏

常

を

主

張

す

る

一
段

で

あ

る

か

ら
、

そ

こ
に
起

信

論

を

持

ち

出

す

こ
と

は
起

信

論

評
価

が

か
な
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り
肯
定
的
な
も
の
と
な
つ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
1
、
7
は
、
理
事
相
即
の
思
想
内
容
そ
の
も
の
を

三
辺
の
義
と
し
て
で
は
あ
つ
て
も
肯
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
1
は
、
阿

毘
達
磨
経

の
無
始
時
来

一
切
界
を
、

そ
の
ま
ま
真
理
と
す
る
か
、
依
他

起

の
第
八
識
と
す
る
か
の
解
釈
の
分
か
れ
る
箇
所
で
あ
り
、
宝
性
論
は

知
来
蔵
仏
教

の
立
場
に
立
つ
て
真
理
と
し
、
法
相
唯
識
は
第
八
識
と
す

る
の
が
正
義
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
、
転
依
の
所
依
の
二
義
、
す
な
わ
ち

迷
悟
依
H
真
知
、
流
転
依
(迷
悟
依
)
慈
第
八
識

の
説
を
援
用
し
て
、
宝

性
論

の
説
を

一
義
と
し
て
是
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
7
は
、
仏
果
大
円

鏡
智
に
つ
い
て
の
論
義
の
所
で
あ
る
が
、

は
か
ら
ず
も
議
論
は
阿
毘
達

磨
経
頗
の
解
釈
に
及
び
、
1
と
同
じ
く
宝
性
論
説
を

一
辺
を
説
く
も
の

と
肯
定
的

に
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
2
は
、

1
の
別
義
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
護
法
も
賢
意
も
各

三
義
を
取

つ
て

一
辺
を
明
す
の
で
あ
る

か
ら
、
偏
え
に
護
法
説
す
な
わ
ち
第
八
識
と
す
る
説

の
み
を
固
執
す
る

の
は
内
容

の
把
握
が
狭
い
の
で
は
な
い
か
と
い
つ
て
い
る
。
法
相
唯
識

の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
護
法
の
説
は
中
道
真
実
義
で
あ
る
べ
き
で
、
そ

れ
が

一
辺

の
説
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
当
然
、
狭
義

の
理
解
と
は
い
え

な
い
。
別
義
で
あ
る
と
し
て
も
、
法
相
教
義
の
集
大
成

と
も
呼
ぶ
べ
き

同
学
砂
の
中
に
こ
の
よ
う
な
論
草
が
編
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
し

得
な
い
傾
向
で
あ
る
。
1
、
2
、
7
の
相
即
を
是
認
す
る
傾
向
と
、
3
、

4
、
5
、

6
、
8
の
起
信
論
を
教
証
と
す
る
傾
向
と
は
無
関
係
で
は
あ

る
ま
い
。

知
来
蔵
思
想
関
係
の
も
の
を
是
認
す
る
箇
所

は
決
し
て
多
く
は
な
い

が
、

こ
う
い
う
気
運
が
同
学
砂
編
集
の
時
代
に
あ
つ
た
こ
と
を
窺
わ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
良
遍
に
は
、
法
相
唯
識
を
相

即
門
に
立
つ
て
捉
え
な

お
そ
う
と
す
る
試
み
が
随
所
に
み
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
歴

史
的
な
背
景

の
上
に
醸
成
さ
れ
て
い
つ
た
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

(駒
沢
女
子
短
期
大
学
教
授
)

日
本
唯
識
研
究
 
(
太

田
)
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